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 製品のアウトライン 
 

はじめに 
この度は、小型酸素モニタ OX-600 型（以降「本器」）をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。お

買い求めの製品型番と本取扱説明書の仕様をご確認ください。 
 
この取扱説明書は、本器を正しくご使用いただくための取り扱い方法と仕様が記載されています。本器を初

めてご使用になる方、およびすでにご使用経験のある方もお読みいただき、内容を理解した上で取扱説明

書の記載に従ってご使用ください。 
 
なお、製品改良のために、この取扱説明書の内容を予告なしに変更することがあります。また、この取扱説

明書の全部または一部を無断で複写または転載することを禁じます。 
 
保証期間の内外を問わず本器をご使用することによって生じたいかなる事故および損害の補償はいたしま

せん。 

保証書に記載される保証規定を必ずご確認ください。 
 
 
 

使用目的 
本器は大気中の酸素を測定し、予め設定された濃度（警報設定値）に酸素濃度が達したときに、ブザー及び

LCD バックライトにより警報を発する機能を持った小型酸素モニタです。測定した酸素濃度値は LCD に表

示すると共に、4-20mA、または 0-1V のアナログ信号に変換して出力し、（乾電池仕様は 0-1V のみ）、ガス

警報時には、2 段階のガス警報接点を出力します。 
本器は酸欠の検知を目的とした保安機器であり、酸素の定量･定性を分析・測定する分析計ではありません。

ご使用前に仕様を再度確認いただき、目的に応じた正しい測定を行ってください。 
 
 

危険、警告、注意、注記の定義 
本取扱説明書では、安全かつ効果的な作業が行えるように、以下の見出しを使用しています。 

危険 
取り扱いを誤った場合、「人命、人体または物に重大な被害を及ぼすことが想定

される」ということを意味します。 

警告 
取り扱いを誤った場合、「身体または物に重大な被害を及ぼすことが想定され

る」ということを意味します。 

注意 
取り扱いを誤った場合、「身体または物に軽微な被害を及ぼすことが想定され

る」ということを意味します。 

注記 取り扱い上のアドバイスを意味します。 
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 製品の構成 
 
 
 

3-1. 本体および標準付属品 
梱包箱を開けて、本器と付属品を確認します。 
万一、足りないものがありましたら、販売店または最寄りの弊社営業所までご連絡ください。 
 
 

本体 
本器の各部の名称と働きおよび LCD 表示は、「3-2. 各部の名称と働き」（P.10）を参照してください。 
 

OX-600 本体 センサユニット（リモート仕様） 

 

 

 

注記 
 センサ内蔵のタイプとするか、センサユニット（リモート仕様）を付属したタイプとするかは、本器購入時にオー

ダーしていただきます。 
 センサと本体が一体型のタイプには、センサユニット（リモート仕様）は付属しておりません。 
 リモート仕様のケーブル長は 3m、5m、10m、20m の内からお選びいただけます。 
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1 本体の電源が切れていることを確

認する 
電源が入っている場合は、電源スイッ

チを下方向にスライドして、電源を切

ります。 

 

2 本器から、電池ケースを取り外す 

 
電源ケースのツメ部分を外す 

3 新しい電池（単 3 アルカリ乾電池

2 本）を電池ケースに入れる 
極性を間違えないよう、確認してくだ

さい。 
 

 

4 電池ケースを本器に戻す 

 
○部分を押し、ツメが掛かっている 

ことを確認する 

 
 

  















4 設置方法 4-3. 本体の取り付け 
 

 - 19 -  

 
<メンテナンススペース> 
 乾電池仕様の場合は電池交換用に下側のメンテナンススペースを空けてください。取付板（オプション）を使用

する場合は本体をスライドさせて取り付けられるよう上側に取付スペースを確保してください。 
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検知ポイントに異常が

ないのに酸欠警報を

発する 

干渉ガスの存在 

溶剤などの干渉ガスによる影響は、完全になくすこと

は困難です。除去フィルタなど対策については弊社営

業所まで連絡してください。 

ノイズの影響 

電源を OFF にし、再起動を行ってください。 
頻繁にこのような症状が起こる場合は、適切なノイズ

対策を実施してください。 

環境の急変 

本器は急激な環境変化（温度など）があると、追従でき

ずに影響を受けて、場合によっては指示警報を出しま

す。 
環境が頻繁に急変してしまう場合はご使用いただけま

せんので、お客様にて何らかの対策を講じていただく

ようお願いします。 

センサ感度の劣化 新しいセンサに交換してください。 

感度校正ができない 
校正ガス濃度が不適切 適切な校正ガスを用意してください。 

センサ感度の劣化 新しいセンサに交換してください。 
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 製品仕様 
 

10-1. 仕様一覧 
検知原理 隔膜ガルバニ電池式 

検知対象ガス 酸素 

濃度表示※1 LCD デジタル表示(3 桁・7 セグメント/緑・橙・赤 3 色バックライト) 

検知範囲 0～25vol%/0～50vol% 

表示分解能 0～25vol%:0.1vol%/0～50vol%:0.5vol% 

検知方式 拡散式 

警報設定値 検知範囲 0～25vol% ：1st 19vol%(L)/2nd 18vol%(LL)【標準設定値】 

検知範囲 0～50vol% ：1st 18vol%(L)/2nd 25vol%(H) 【標準設定値】 

指示精度(同一条件下)※2 ±0.7vol%以内(25vol%以下),±3.0vol%(25.1vol%以上) 

応答時間(同一条件下)※2 90%応答 30 秒以内 

警報遅れ時間(同一条件下)※2 酸欠警報(18vol%L 警報)において 10～11vol%のガスを検知させて 5 秒以内 

警報設定値の精度※2 警報設定値と警報を発したときの濃度指示値との差は 0 

ガス警報タイプ 2 段警報(L-LL 又は L-H,H-HH) 

ガス警報表示 1st：濃度表示及びバックライト点灯(橙)・ブザー 

2nd：濃度表示及びバックライト点灯(赤)・ブザー 

ガス警報動作 自己保持又は自動復帰,ロックイン 

ガス警報接点 無電圧接点各 1a 又は 1b・常時非励磁(警報時励磁) 

故障警報・自己診断 システム異常/センサ接続異常 

故障警報表示 内容表示及びバックライト点滅(赤)・ブザー 

故障警報動作 自動復帰 

接点容量※3 AC125V・1A 又は DC30V・1A(抵抗負荷) 

伝送仕様※4 DC4～20mA(非絶縁・負荷抵抗 300Ω以下)又は DC0-1V(非絶縁)  

検知部間ケーブル リモート専用ケーブル(3m 又は 5m,10m,20m) 

電源 AC100V±10%・50/60Hz 又は DC24V±10%又は乾電池 単 3 形×2 本 

消費電力 AC 仕様：最大 5VA/DC 仕様：最大 3W 

乾電池仕様連続使用時間 約 1 年(25℃,無警報時,無照明時,単 3 形アルカリ乾電池使用時) 

補助電源動作時間※5 約 4 時間(25℃,無警報時,無照明時) 

イニシャルクリア 約 25 秒 

使用温度範囲 -10～40℃(急変なきこと) 

使用湿度範囲 90%RH 以下(結露なきこと) 

使用圧力範囲 大気圧(80kPa～105kPa) 

構造 壁掛型・センサ一体型又はリモート型 

外形寸法 本体：約 80(W)×120(H)×35.5(D)mm 

リモートセンサ：約 40(W)×96(H)×35.5(D)mm(突起部は除く) 

AC アダプタ：約 49.8(W)×26.3(H)×68.2(D)mm(突起部は除く) 

質量 AC 仕様：約 200g/DC 仕様：約 180g/乾電池仕様：約 230g 

リモートセンサ部：約 55g(ケーブルを除く) 

AC アダプタ：約 82g(ケーブルを含む) 
※1 乾電池仕様は通常時バックライト無しになります。 
※2 JIS T8201 2010(酸素欠乏測定用酸素計)に準拠。 
※3 乾電池仕様は接点無しになります。 
※4 乾電池仕様は DC0-1V のみとなります。また DC 仕様および AC 仕様と一部動作が異なります。 
※5 注文時に補助電源仕様をご指定いただいた場合。 







 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 


